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今年の誕生日にはいよいよ古希だ、と思ったら、そういうの
は数え年で云うのだそうで、とうに老境に入っておりまし
た。同居の母は要介護３で認知症進行中。介護サービス
を活用し、入浴は息子が担当、愛犬ルルはご機嫌取り担
当。家族総出で在宅介護しています。。
私は古希を迎えても仕事をやめられず小さい不動産会社
を経営していますが、今春から公益社団法人徳島県宅地
建物取引業協会の副会長を務めています。全国的に不動
産業界団体の女性役員は非常に少なく、業界内の女性地
位向上は未だ道遠し、というところです。
仕事に追われて趣味も無いまま還暦過ぎた頃、立上げた
ばかりのオペラ実行委員会に誘われ、合唱団に参加する
ことになりました。実行委員会に参加したつもりが合唱団
参加を勧められたので、声楽の経験も無いのに嫌だ、これ
は詐欺だと抵抗しましたが、以来６年イタリア語の歌詞と
格闘しています。今年も12月にイタリアから主演歌手を2
人招聘してオペラ公演を開催します。皆様ぜひ徳島にお
越しくださいませ。

（田中純子）
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＊編集後記＊
暑く、長い今年の夏、会員の皆様はいかがお過ごしになり
ましたか？
やっと涼しくなり、芸術の秋到来、11月16日のコンサート
へのご参加お待ちしています。
多摩校舎に1947年に本学所有になったという由来のわ
からない謎深き1925年製の名器ベヒシュタインのピアノ
があります。10月27日のホームカミングデイでもお二人が
演奏されます。このピアノについて、聞いたことがある方は
いらしゃるでしょうか？（仙石恵子）

＊お知らせ＊
11月16日にランチとコンサートの会を茗荷
谷で開催いたします。ご出演は本学講師で
作曲家の二宮玲子先生と中附講師の若き
バリトン西励央先生です。
詳細については別紙案内をご覧いただき、
同封の葉書にて出欠をご連絡くださいませ

**＊　会員便り　**＊

◉総会報告

2024年6月22日14時30分から中央大学駿河台キャンパ
ス602教室において、2024年度女性白門会総会を開催し
ました。
当日の報告事項から、２点ご紹介いたします。一点は、長
年にわたる支部活動を通じた学員会ならびに中央大学に
対する多大な貢献を讃え、植野妙実子会員が、5月18日
の定時協議員会・定時学員会総会において表彰されたこ
と、もう一点は、鳴子博子会員が、5月27日付で、中央大学
副学長に就任されたことです。女性白門会としては、大変
喜ばしいことです。お二人のこれからの益々のご活躍を祈
念するとともに、皆様とこの喜びを分かち合いたいと思い
ます。

なお、前回総会から、事務局幹事の担当変更がありまし
た。後藤由香会員は、会計担当から書記・HP担当に、佐々
木明子会員は、書記・HP担当から会計担当になりました。
どうぞよろしくお願いいたします。
審議事項の１）今年度の活動計画、秋の歌とピアノの会、
11月30日（土）のウイングの会、25年新春の新年会、春の
ハイブリッド形式による学習会、２）2023年度決算、３）
2024年度予算、４）会則の改正（会則第2条「本会は、事
務所を会長もしくは幹事長の住所又は事務所に置く」を
「本会は、事務所を会長の住所に置く」と改める。）につい
ては、当初の提案通り、出席会員の多数によりご承認いた
だきました。決算・予算については、同封の資料をご覧くだ
さい。11月16日（土）の歌とピアノの会、および30日（土）の
ウイングの会につきましては、皆さま、是非ご参加ください
ませ。なお、会則の変更は、ゆうちょ銀行口座に関する「住

所地を1か所に特定しなければならない」とするゆうちょ
銀行のルールに適合させるためのものです。
総会終了後は、鰻・炭焼・ひつまぶし・美濃金（神田本店）
にて懇親会を開催しました。大学理事を務められている中
島康予会員も駆けつけてくださり、皆で、夏の暑さを乗り
切るための英気を養うことができました。関東風の鰻とは
異なる、蒸しの工程が入らない関西風の鰻で、かりっとし
た香ばしさが何とも言えない風味を醸し出しておりました。
中大卒の坂井大介さんのお店で、駿河台キャンパスからも
歩けますが、地下鉄銀座線末広町駅4番出口を出てすぐ
です。ご参加いただけなかった皆様も、是非、足をお運びく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　（藤野美都子）

◉お茶の会の報告

2023年9月30日（土）午後、お茶の会を催しました。多摩
キャンパスには「虚白庵」という立派なお茶室があり、椅子
席も設けられ、正座が苦手な方でもお茶を楽しめるように
なっていました。石段を少し登っただけで、キャンパス内に
静謐な異空間が広がっていたことに驚きました。
中央大学茶道部をご指導くださっている佐藤美和子先
生、茶道部OBの永井翔太様、現役の茶道部の皆様に大
変お世話になり、「虚白庵」にて、馥郁たるお茶と美味しい
お菓子をいただきました。その後、総合科学棟に移動し、
ビデオ上映により表千家の歴史を学び、最後に、表千家
常任顧問、元静岡文化芸術大学学長の熊倉功夫先生に
よるご講演というプログラムでした。
熊倉先生は、井上靖『本覚坊遺文』（講談社・1981年）の
ための資料を井上靖さんに提供され、また、同書と野上弥
生子『秀吉と利休』（中央公論社・1964年）を基にした映
画の制作にも関わられたとのことでした。ご講演は、これら
の本や映画の裏話等を交えたもので、奥深いながらも、お
茶の素人にも分かりやすく、時折、フロアからは笑い声も
上がりました。
　一服のお茶とお話で、こんなにも人生が豊かになるとは
思ってもおりませんでした。

（藤野美都子）




